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１． 研究目的 

2011 年に大妻女子大学短期大学部家政科生活総

合ビジネス専攻（以下本専攻）が設立されて以来

本専攻では毎年インターンシップを実施してきた．

しかし近年インターンシップの概念そのものが変

化し，実施内容についても大きく変化してきた． 

本研究は本専攻で実施されてきたインターンシ

ップをより学生にとって充実感のあるものにする

試みとして，近年アクティブラーニングの手法と

して注目されている PBLをインターンシップに取

り入れる可能性について検討しようとするもので

ある． 

PBL 型インターンシップについては太田(2010：

121)1)にもあるように「自立的な学びの意識と行動」

というインターンシップの教育目標の実現に有効

であることが認められている．しかしながら PBL

を実施する場合，企業側との連携が重要であると

ともに学生側の準備状況（成長）も重要であり，本

専攻のように，高校を卒業して間もない短期大学

1 年生の夏休みに行なわれるインターンシップに

おいて PBLを導入することには多くの困難が予想

される．しかし近年，特にコロナ以降，企業側，学

生側ともにインターンシップに対する熱意を十分

に持ち得ないまま実習を行なう実態があり，そう

した状況を打開する策として PBL型のインターン

シップの導入を行なおうと考えた．PBL 型を導入

することにより，学生達の学びの意識と行動にど

のような変化が現れるかを検討し，今後のインタ

ーンシップ実施につなげるのが今回の研究の目的

である． 

 

 

 

２． 研究実施内容 

今回の PBL型インターンシップを実施するに当

たり，従来インターンシップ受入企業の紹介をお

願いしている経営支援 NPO クラブと事前に打ち

合わせを行ない，PBL 型インターンシップの受入

が可能な企業を打診してもらい，最終的に 3 社で

の実施が可能となった． 

受入企業とは事前に担当者とメールなどで打ち

合わせを行ない，短大 1 年生にも対応可能な課題

を提供してもらうよう依頼した．4 月に授業を開

始し 5 回目となる 5 月 17日に 3 社の担当者に来校

してもらい，履修している全学生を対象に課題の

プレゼンテーションを行なってもらった．今回は

金属加工会社，中小企業間の仲介会社，オンライ

ンファッション販売会社の 3 社であったが，期せ

ずしていずれも自社あるいは取引先を若者にアピ

ールする方策を提案するようにという課題であっ

た．プレゼンテーション後に学生に参加希望をと

り，3 つのグループに分けて課題に取り組ませ，6

回目の授業内でグループごとのプレゼンテーショ

ンを実施した． 

その後本人の特性を考慮した上で，各社が受入

可能としている人数の学生を選び，実際にインタ

ーンシップに行く学生により PBL課題の取り組み

を進めた．13 回目となる 7 月 12 日にはそれらの

学生による企業へのプレゼンテーションが行なわ

れるため，その前の 12 回目となる 7 月 5 日には授

業内で学生を対象としてプレゼンテーションを行

ない，1 週間をかけて修正に取り組んだ．7 月 12

日には 3 社から担当者が来校し，学生のプレゼン

テーションを聞いた後，自社の課題以外の発表に

対してもコメントし，取り組むべき改善点につい
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てアドバイスを行なった． 

学生達はその後 PBL課題の改善に取り組み 8 月

のインターンシップに臨んだ．それぞれの実習で

は PBL課題以外にも一般的なインターンシップの

内容（企業内見学，業務見学や説明など）も行なわ

れ，社員の方達の前で PBL 課題のプレゼンテーシ

ョンを行なって改善のためのアドバイスを受け，

課題の完成へ向けての活動も行なった． 

今回の教育プログラム改訂の効果を測定するた

めにインターンシップ実施前後で受講生に対しア

ンケート調査を行った．アンケートは Google Form

により行い，事前調査 16 名，事後調査延べ 23 名

より回答を得た．事後調査の人数が多いのは複数

箇所のインターンシップに参加している学生がい

るためである．また効果の比較のために 2018 年度

に実施した同様のアンケート結果を用いる．2018

年度のアンケートの回答者数は 40 名である． 

図 1 に 2018 年と 2023 年に実施したインターン

シップの内容を比較したグラフを示す．概ね大き

な傾向の変化はないが，2023 年には茶菓子接待の

割合が大きく増加している．プレゼンテーション，

テーマについての調査，製品づくりパッキング，

来客対応についても増加傾向を示しているのは， 

 

インターンシップ先の業種の特性の影響と考えら

れる． 

図 2 はインターンシップの事前調査として，イ

ンターンシップに期待すること，事後にインター

ンシップの実習を通して得たと感じたことを回答

している． 

教育効果を確認するため時期ごとの回答を多次

元のベクトルとしてとらえ，そのコサイン類似度

を比較することにより，違いを明確にしたい．ベ

クトル𝑥とベクトル𝑦のコサイン類似度は以下の式

により求められる． 

 

cos(𝑥，𝑦) =
〈𝑥，𝑦〉

|𝑥||𝑦|
 

 

コーシーシュワルツの不等式によりコサイン類

似度は-1 以上 1 以下の値をとる．1 に近ければ 2

つのベクトルは類似しており，0 に近ければ類似

性が低いとされる． 

2023 年の事前・事後調査，2018 年の事前・事後

調査のコサイン類似度の比較を以下の表 1 に示す． 

 

 

図 1．インターンシップの内容 
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表 1 事前事後調査のコサイン類似度 

コサイン類似度 

23年 

事後調査 

18年 

事前調査 

18年 

事後調査 

23年事前調査 0．966 0．905 0．915 

23年事後調査 - 0．956 0．964 

18年事前調査 - - 0．931 

 

アンケートの結果ということもあり，ベクトル

はすべて第１象限に存在するため負の結果になる

ことはあり得ないが，いずれも類似度の高い傾向

を示している．その中でも 2023 年の事前調査と事

後調査，2018 年の事前調査と 2023 年の事後調査，

2018 年の事後調査と 2023 年の事後調査の傾向が

比較的類似していることが読み取れる． 

2018 年の事前調査と事後調査のコサイン類似度

は 0.931 に対して，2023 年の事前調査と事後調査

の結果は 0.966 とより一致度が高くなっている．

これは 2023 年の事前と期待と事後の結果により

齟齬が少なくなっていることを示しており，期待

通りの成果が得られたと言えよう．事前調査と事

後調査でマイナス方向に乖離のある項目は「視野

の広がり，考える力を伸ばす」で 20％減少してい

る．また「仕事の厳しさを知ることができる」とい

う項目では 9%の減少となっている．インターンシ

ップの実施期間は 5 日間程度なので，視野を広げ

たり，考える力を伸ばしたりするためには不十分

と考えられるが，逆にそのことを冷静に認識でき

たとも考えられる．仕事の厳しさに関しては 2018

年の事前と事後の結果では 18%の減少となってお

り，減少幅は縮小している． 

2018年の事前調査と 2023年の事前調査で類似度

が相対的に低いのは，2023 年の事前教育プログラ

ムによりインターンシップで得られることのイメ

ージがより具体化したためと考えることもできる． 

アンケート結果については PBL型とこれまで通

りのインターンシップとを行なった学生間でそれ

ほど大きな違いは観察されなかったが，事後の聞

き取り調査では，PBL 型のインターンシップを経

験した学生からは「たいへんだったが充実してい

た」との声が多く聞かれ，一方通常のインターン

シップ経験者からは充実感が高かったという感想

があまり聞かれなかった．5 日間という短い期間

で企業に行き，多くのことに対処しなければなら

ず，なかなか心身ともに準備が整わないためと考

えられる．一方 PBL 型の学生達については，事前

に準備することは多く，課題も当然多くなってい

るが，その分企業の理解が深くなり，企業に行っ

てからの業務の理解，課題の対応がスムーズにい

くと考えられる． 

図 2．インターンシップに期待すること／得たこと 
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３． まとめと今後の課題 

 短期大学に入学して間もない 1 年生の夏休みに

行なわれるインターンシップに導入した PBL型で

あるが，受け入れ先企業の方々からのご協力の下，

初めてであり準備期間も短かった割に，充実し，

学生の満足度，企業側の満足度ともに高い実習が

出来たと考えている． 

 企業から提案された課題はいずれも自社，ある

いは取引先のプロモーションを考えるというもの

であった．短期大学の 1 年生，高校卒業後まだ間

もない学生ということを考えると，専門性に関わ

る課題は取り組みにくいと思われるが，今後はど

のような課題であれば短期間で，短期大学生でも

取り組むことが出来るのかという課題の質につい

ても議論を重ね，学生の充実感を高める活動につ

なげられるように研究を重ねていきたい． 

 

４． この助成による発表論文等 

この助成による研究成果については，今後本専

攻の最終実施となる 2024 年度のインターンシッ

プ終了後に論文としてまとめる予定である． 
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